
令和 6 年度 新潟地方最低賃金審議会 
実地視察結果報告 

 
 
1 実施日  令和 6 年 7 月 19 日（金） 

 
2 出席者  別添「令和 6 年度【審議会】実地視察・出席者名簿」 

参照 
 

3 視察事業場について 
(1) 業種  食料品製造業 
(2) 所在地  新潟市 
(3) 労働者     約 400 人  

 
4 賃金について 

(1) 最低額の賃金額 
正規社員  月給 170,000 円 
       （初任給：高卒 170,000 円、大卒 202,000 円） 
非正規社員  時給   931 円 

(2) 直近の賃金改定の時期 
正規社員  令和 6 年 7 月 
非正規社員  令和 5 年 9 月 

(3) 賞与・退職金 
賞与あり。 
退職金は非正規社員なし。 

(4) 賃金改定に当たっての主な考慮事由 
世間相場（学卒初任給）、業績、物価、労働力の確保・定着、 
労使関係の安定、最低賃金の上昇額 

(5) 賃金の低い労働者が従事している仕事の内容 
（時給 931 円） 清掃作業 
（時給 950 円） 製造工程の包装作業等 
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5 経営状況について 
ロシアがウクライナに侵攻した時期から、製品材料及びエネルギーコスト

上昇の影響も受けている。 
製品の値上げについては 2022 年と 2023 年実施。 
取引先からの値上げ要請もあるが、要請理由に妥当性があるものについて

は応じている。 
 

6 人材確保の状況について 
パートが不足しており、求人は継続的に実施。不足分は派遣労働者で確保。

また、不足の対応として、自動化を推進している。 
賃上げについては投資と考え、最低賃金の上昇への対応も同じく考えてい

る。賃上げを含めた労働環境について、安心して働ける職場づくりを図り、
人材の定着を努めている。 

 
7 審議会への要望 

最低賃金の上昇については 1500 円を目標としていることは承知している
ので、予想して予算を確保しているが、予想を上回る増額があると対応に苦
慮する。予算策定に考慮できるよう最低賃金の引上額を早く決めて欲しい。 
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